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特に夏季は、建物外壁へ太陽からの直射日光が

当たり、建物全体が過熱されることにより、周囲

温度が下がった夜中まで冷房を必要とする状況を

作り出している場合が多い。建物外壁は石やコン

クリートを素材とした断熱材で作られていても、

それらは同時に蓄熱材としても働き、保温効果が

あるからである。本発明による熱線遮断板を既存

の屋根や外壁に設置すれば、熱線により建物全体

が過熱されること自体を防ぐので、夜間まで冷房

しなければならないことによるエネルギーを大幅

に削減することができる。本発明の熱線遮断板の

材料には、普段でも旋盤工場等から多量に排出さ

れている螺旋状の金属廃材や台所用ステンレスた

わし同等品を利用できるので、安価に製造するこ

とができる。

省エネ、CO2の削減が緊急の課題である現在は、

適用可能箇所が大変多い発明品といえる。

自動車の座席シート
○日が当たっても座席が熱くなら
ず、直ぐに快適な運転ができる断
熱シート（敷物）を作る

バーベキューコンロ
○火の熱が外側に殆ど伝わらず、断
熱が良く熱容量も小さいので直ぐ
に勢いの良い火がおこせるコンロ
を作る

ストーブ煙突
○熱放散効果が大きく、煙突内部の
熱を表面に伝えない、構造が簡単
なストーブ煙突を作る

熱線
照射されたものの温度を上げる電磁波で、学術的には赤
外線（赤色可視光より波長が長い領域）と呼ばれる

蓄熱
熱を蓄えること。比熱（物質1gの温度を1℃上げるため
の熱量）が大きいほど、蓄熱容量も大きい

熱交換
熱いものと冷たいものの間で熱のやり取りをすること。
熱いものは冷たく、冷たいものは熱くなる

住宅やマンションの屋根、壁に設置し、直射日光が

当たり過熱されるのを防ぐ熱線遮断板である。従来の

いわゆる断熱材は、石等の原料素材を板状に固めたも

のが多いが、ある程度の断熱効果がある代わりに、そ

の材料自体が熱くなり蓄熱材としても作用するため、

周囲の温度が下がってからは逆に熱を放散するという

欠点があった。また重量が比較的に重いので、屋根の

上等に施工するのも困難であった。

本発明による熱線遮断板は、ステンレス等の細巾金

属を螺旋状に削り出した材料（金属を切削する旋盤工

場から多量に排出されている）をある程度厚みのある

板状に詰めたものである。金属材が太陽からの熱線を

遮断すると同時に、周囲間隙を空気が自由に流通する

ので熱は直ちに放散され、蓄熱効果はほとんどないと

いえる。従って、この遮断板は高温作業をする場所で

の防熱壁としても用いることができる。

また、本発明による遮断板は細巾材による吸音作用

もあり、鉄道や道路からの騒音を遮断する防音板とし

ても効果がある。

なお、本遮断板の細巾材として、不燃性や耐久性が

必要でない場合は、プラスチック材料を薄く螺旋状に

削り出したものを用いることもでき、安価な熱線遮断

板が実現できる。

特 許 権 者：八津川　栄造

切削金属等ラセン状放熱材を板状に固め熱線
を遮断する板
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